狩猟者登録申請書説明資料
Ⅰ．狩猟者登録申請書の作成について
  ・狩猟者登録を受けようとする狩猟免許の種類（網・わな猟、第１種銃猟、第２種銃猟）毎に申請書を提出する必要があります。ただし、第１種銃猟免許所持者が装薬銃と空気銃を併せて登録する場合は１枚の申請となります。
  ・氏名・生年月日・住所・職業欄に必要事項を、楷書で明瞭に記入してください。
    職業欄の分類番号欄には、裏面の職業分類番号を記入していただき、具体的な職業名を記入してください。（印は必要ありません）
（１）狩猟者登録を受けようとする狩猟免許の種類（□にレ印を付ける。）、使用する猟具の番号に○印を付ける。三重県知事、交付年月日、狩猟免状の番号を記入してください。
          なお、第１種銃猟免許所持者が、空気銃のみを使用する場合は、第２種銃猟免許に係る登録を申請してください。（「第２種銃猟免許に係る登録の□にレ印、６ 空気銃の番号に○印を付け、所持する免許の種類の欄の第１種銃猟免許の□にレ印を付ける。三重県知事、交付年月日、狩猟免状の番号を記入してください。）
　　　  また、第１種銃猟免許所持者で、装薬銃と空気銃を併せて登録する場合は、第１種銃猟免許に係る登録の□にレ印を付け、装薬銃（ライフル、散弾）と空気銃の番号に○印を付けてください。
(２）狩猟をしようとする場所については、１の番号に○印を付けてください。
（３）「第7号、第8号、第9号、いずれにも該当しない」のうち該当する□にレ印を付け、必要な書類を添付してください。

・「第7号（許可捕獲等をした者）に該当」する人は、

三重県内の区域を対象とした有害捕獲許可を受けた者で当該許可に係る捕獲等を狩猟登録申請の1年以内にした者。
・「第8号（許可捕獲等に従事した者）に該当」する人は、

三重県内の区域を対象とした有害捕獲許可を受けた者の従事者で当該許可に係る捕獲等を狩猟登録申請の1年以内にした者。

・「第9号（認定鳥獣捕獲等事業者の捕獲従事者）に該当」する人は、

認定鳥獣捕獲等事業者の捕獲事業者であり、かつ狩猟登録申請の1年以内に三重県内で、認定鳥獣捕獲等事業者の従事者証に係る従事者として、当該認定鳥獣捕獲等事業者による認定鳥獣捕獲等事業としてされた鳥獣の捕獲等に従事した者。
(４）対象鳥獣捕獲員である場合は１の番号に〇印を付け、所属する市町名を（　　　　）にご記入してください。
対象鳥獣捕獲員でない場合は２の番号に〇印を付けてください。

（５）免許停止の有無については、有無のいずれかに○印付けて、有の場合にはその停止の期間を記入してください。
（６）銃砲所持許可証番号及び交付年月日については、第１種銃猟免許又は第２種銃猟免許に係る登録を申請された場合は、銃砲所持許可証番号・交付年月日を記入してください。
（７）については、狩猟事故共済事業、損害保険契約等の内容を該当欄に記入してください。
 ○　写真－２枚　（申請書に１枚、登録証に１枚）

申請６ヵ月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、

無背景で縦3.0cm×横2.4㎝の写真
裏には住所・氏名を記入
 　○　三重県収入証紙－狩猟者登録手数料として、県猟友会へ現金1,800円で納入してください。
Ⅱ．その他
  ・第１種銃猟免許所持者で、空気銃のみの登録（第２種狩猟者登録証）を受け、その後で装薬銃の登録を受ける場合は、第１種銃猟免許に係る登録（第１種狩猟者登録証）をする必要があります。（新たに手数料１，８００円が必要となります。）
  ・第１種銃猟免許所持者で、装薬銃（ライフル、散弾）のみの登録（第１種狩猟者登録証）を受け、その後で空気銃の登録を受ける場合は、住所・氏名等変更届（別紙）を住所地を所管する農林（水産）事務所　森林・林業室に提出する必要があります。（この場合の手数料は必要ありません。）
